
６年 説明文：「時計の時間 と 心の時間」～「習得編」～ 

  まず、「時計の時間」と「心の時間」を体験する活動に取り組みました。「心の時間」がさまざまな影 

響を受けて、人によって進み方が違うことを実感することができました。 

次に、説明文の要旨をとらえる活動に取り組みました。序論部分と結論部分のみを提示し、筆者が「時

計の時間」と「心の時間」のどちらをより重要と考えているのか、文章中の言葉をもとに考えました。最

後の一文にこだわって話し合う姿が印象的です。 

 

 

 

 

さらに、本論に書かれていることを整理し、文章の構成を確かめる活動に取り組みました。本論のまと

まりをとらえる際は、筆者が提示している事例がどのような心の時間の特性を説明するためのものなのか

を意識しました。そうすることで筆者の主張が書かれている序論・本論部分と事例の書かれている本論部

分との関わりを意識しながら考えることができました。特に7段落は、本論部分のまとめと結論へのつな

ぎが書かれており、大切な段落だと気づくことができま

した。 

 

   

本校ではここまでを「習得」場面として位置づけました。「習得」場面では『何が』『どのように』書か

れているのかを読み取りました。次回は「活用」場面についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ふり返り）・例や実験は筆者の伝えたい主張をわかり

やすくするためのものだとわかった。 

 

・伝えたいことは前にあり、それについての事例・実

験がうしろにあるという文章のつくりがわかった 

 

・7段落にはこれまでのまとめと、要旨につながる内

容（時計の時間、心の時間どっちも大切）が書かれて

いる。 



６年 説明文：「時計の時間 と 心の時間」～「活用編」～ 

筆者が挙げている事例の中で、一番納得できる事例はどれかを考えました。子どもたちの中で一番納得

感があったのは🈩の事例です。では、人気のない事例は必要ないかな？とさらに考えることで、「どの立場

の人にも納得してもらえるように」という書き手の立場に立って考えることができました。 

 

 

最後に、筆者に手紙を書く活動に取り組みました。手紙を書く際は条件を指定して書きました。 

（条件①）「はじめ」ー「中」―「おわり」に分けて書く 

（条件②）双括型で書く 

（条件③）「中」には事例を書く 

 1時間のつけたい力を見極め、計画的に工夫して学習を進めることで着実に力をつけることができまし

た。本単元で学習したことを今後の様々な学習に活用していきます。 

（ふり返り）まず、いろいろな事例を用意すること

が大切。たとえある一つの事例に納得する人が少な

いとしても、たった一人の意見を聞いて周りの人が

納得してくれるかもしれないので、この事例四つは

この説明文にとってかかせないものです。 

  

  


